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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年１２月１１日（木）  

 

２ 確認箇所 

・Ｅタンクエリア（図１） 

・新規土砂置場造成予定地（図１） 

 

３ 確認項目 

（１）フランジ型タンクからのスラッジ回収作業の状況 

（２）新規土砂置場造成予定地の状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）フランジ型タンクからのスラッジ回収作業の状況 

Ｅタンクエリアでは、フランジ型タンクの解体作業が進められており、

これまでに全４９基中４８基の解体が完了している。残る１基のＤ１タン

ク（写真１）の底部残水（ＲＯ濃縮水）には、アルファ線放出核種が含ま

れていたため、タンク内のスラッジ等の回収後に、タンク内壁を除染し解

体を行う計画となっている。当該スラッジの回収作業は、令和７年1１月

17日に完了し、次いでタンク内の洗浄作業が行われていることから、その

状況を確認した。（前回確認日：令和７年６月４日） 

・当日、タンク内洗浄作業が行われていたが、確認時に洗浄作業は終了し

ており、回収した洗浄水を処理施設へ運搬する作業が行われていた。 

・タンク近くに設置されたコンテナハウス内には、タンク内に設置された

カメラの映像を確認するためのモニタやハウス内の空気中放射性物質濃

度を監視するダストモニタが設置されていた。（写真２） 

・スラッジ回収用のバキュームポンプが設置されているハウス内はＲαゾ

ーンに指定されており、空気中放射性物質濃度の低減を目的として、局

所排風機が設置されていた。（写真３） 

・確認した範囲では、タンク及び移送配管からの漏えい等の異常は認めら

れなかった。 

   

（２）新規土砂置場造成予定地の状況 

東京電力では、福島第一原子力発電所の廃炉作業に伴い、発生する土砂

を福島第一構内の専用土砂置場に収容している。現在は、土砂置場（エリ

ア４）にて土砂を収容しているが、今後設置が予定されている固体廃棄物

貯蔵庫や燃料デブリ関連設備の設置工事等により多量の掘削土砂が見込ま

れるため、新規土砂置場の整備を計画している。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/695903.pdf
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今回は、陳場沢川河口から西側約５００ｍ上流部に設けられる新規土砂

置き場予定地（瓦礫類一時保管エリアＬ及びＡＡの南側）の現況を確認し

た。（前回確認日：令和７年９月１日） 

・当該エリアにおいて伐採工事が行われる面積は、10,003 ㎡となってお

り、このうち、約 4,000 ㎡は、森林法第１０条に基づく緊急伐採※とし

て伐採が行われる予定である。 

・確認時、桟橋の設置は完了していたが、伐採は行われていなかった。

（写真４） 

・陳場沢川周辺敷地整備工事が実施されており、新設された暗渠式導水路

の本河川への接続工事が完了していた。（写真５） 
 ※ 震災以降、福島第一原子力発電所構内における森林伐採は、福島県と協議のもと

緊急伐採での取扱いとなっており、伐採工事の完了後、森林法第１０条に基づき、
３０日以内に関係立地町へ緊急伐採届出を提出することとなっている。 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

（写真１➀）Ｄ１タンクの状況（東側） （写真１②）Ｄ１タンクの状況（西側） 

Ｄ１タンク 

 

Ｄ１タンク 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/708707.pdf


 

3 

 

（写真２➀）作業監視建屋 （写真２➀）タンク内監視モニタ 

（写真２③）ダストモニタ （写真３➀）回収作業ハウス 

（写真３②）バキューム作業ハウス （写真４）桟橋の設置状況 

（写真５➀）陳場沢川の状況 （写真５②）暗渠式導水の状況 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常値は確認されなかった。 

 

局所排風機 


